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噌
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る
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で
酒
造
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造
﹄︒伊
勢
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部
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︑櫛
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と
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ま
れ
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沿
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︑
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ら
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史
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︑弊
社

か
ら
﹁1
週
間
手
伝
い
に
来
て
み
る
か
？
﹂と
声
が
掛
か
り
︑
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︒
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︒
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柔らかく丸いリズムが刻むように心地よい飲み心地。香りは花のようで品があ
り繊細さも持ち合わせている。ほどよい余韻を感じさせつつフィニッシュは
シャープに仕上げました。冷やしてワイングラスなどでお楽しみください。

備考

河武醸造でしか扱えない酒米「弓形穂」100％使用の最高峰純米大吟醸酒。口
当たりから余韻まで一貫した酸味に和菓子系の甘みが納まる。さっぱりとキレ
がありつつも、お米の風味豊かでコクのある味わい。手間と時間をかけて実現
した最高級の味をお召し上がりください。

原料/
ゆず果汁（国内製造））、日本酒（国
産米100％使用）、果糖、醸造アル
コール、ゆず皮（国産）

伝統製法の山廃仕込みで新しい可能性にチャレンジしたアッサンブラージュで
す。生感覚に近い新しい山廃のスタンダードは、まるで苺の果実を齧った様な
爽やかな刺激を感じさせるフレッシュな味わいです。

備考

原料/
みかん(国産セミノール果汁使用）、
日本酒(国産米100％使用）、果糖、
醸造アルコール、ゆず（皮　国産）、

7 7

使用米/ 弓形穂、山田錦、五百万石、みえのゆめ

精米歩合/ 65％ ＡＬＣ度/ 15

1.4 日本酒度/ +3

29404

720ml

河武醸造でしか扱えない酒米「弓形穂」100％使用の純米大吟醸酒。香りは穏
やかな吟醸香が感じられます。含んでみると、持ち前のまろやかさがさらに磨
かれた感じでとても飲み口が柔らかく、米の旨味と甘みも一段と増してお召し
上がりいただけます。

備考 備考

三重 河武醸造 三重 河武醸造

弓形穂 使用米/ 弓形穂

日本酒度/

ＡＬＣ度/ 15

しき りっち じゅんまいだいぎんじょう しき ふれっしゅ じゅんまいだいぎんじょう

式 RICH 純米大吟醸 式 FRESH 純米大吟醸
使用米/

-2～±0 酸度/ 1.3

精米歩合/ 40％ ＡＬＣ度/ 15 精米歩合/ 50％

容量/入数

+3

Ｄコード 29402 Ｄコード 29401

酸度/ 1.2 日本酒度/

720ml 12容量/入数 720ml 12

720ml /JAN 4985820001412 720ml /JAN 4985820001443

三重 河武醸造 三重 河武醸造

使用米/ 五百万石、みえのゆめ

日本酒度/

12

ＡＬＣ度/ 15

しき めろう とくべつじゅんまい しき すいーと あっさんぶらーじゅ じゅんまいぎんじょう

式 MELLOW 特別純米 式 SWEET アッサンブラージュ 純米吟醸

酸度/ 1.6

精米歩合/ 60％

容量/入数

+3

Ｄコード Ｄコード 29406

酸度/

720ml 12容量/入数

720ml /JAN 4985820001726720ml /JAN 4985820001627

三重 河武醸造 三重 河武醸造

29417 29416

720ml 12

かわぶ しとろん ゆず かわぶ しとろん あおみかん

KAWABU しとろん ゆず KAWABU しとろん 青蜜柑

ＡＬＣ度/ ＡＬＣ度/

Ｄコード Ｄコード

容量/入数 容量/入数

720ml /JAN 4985820001573 720ml /JAN 4985820001580

備考 備考

厳選日本酒の米の旨味と調和を追求し、香り高いゆず果汁とゆず皮を使い、
まろやかで爽やかな味わいを併せ持ちます

三重県御浜町産のセミノール青みかんの果汁を使用し、日本酒の米の旨味と
調和を追求し、香り高いみかん果汁と、ゆず皮を使用して軽やかで爽快な味わ
いに仕上げました。

720ml 12



/

720ml /JAN 4985820001283

原料/
清酒、ゆず果汁、ゆず皮、醸造アル
コール、果糖

7

40867

720ml 12

柚子にごり酒に、柚子果汁、柚子皮をさらに増量して、濃醇な味わいに仕上げ
ました。オンザロック、ソーダなどで割ってもお楽しめ頂けます。

備考

容量/入数

Ｄコード

ＡＬＣ度/

三重 河武醸造

のうじゅんぷれみあむ　ゆずにごりしゅ

濃醇プレミアム　柚子にごり酒


